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Emil Georg Bührle（1890－1956）

エミール・ゲオルク・ビュールレ

1890年：ドイツに生まれる

1909年：大学で文学や美術史を学ぶ

1924年：スイス、チューリヒの工作機械

社、エルリコーンの代表となる。

1936年：最初の作品4点を収集

1937年：スイス国籍を取得

1948年：戦時中に収集した13点がナチス

の略奪品と判明する

1956年：チューリヒで没

1958年：E.G.ビュールレ財団が設立され、

美術館がオープンする















世界の個人コレクション バーンズ美術館（フィラデルフィア）



バーンズ・コレクション展示風景



オスカー・ラインハルト・コレクション（スイス、ヴィンタートゥール）







展覧会の構成

1 肖像画

2 ヨーロッパの都市

3 19世紀のフランス絵画

4 印象派の風景－マネ、モネ、ピサロ、シスレー

5 印象派の人物－ドガとルノワール

6 ポール・セザンヌ

7 フィンセント・ファン・ゴッホ

8 20世紀初頭のフランス絵画

9 モダン・アート

10 新たなる絵画の地平





ドガ

《ピアノの前のカミュ夫人》

1869年





ドガ

《カミュ夫人》

1870年



ドガ

《14歳の小さな踊り子》

1880－81年（ワックスの原作）
1932－36年（ブロンズの鋳造作）


